
～ 現在 氏名 卜 部 敬 康

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

　社会心理学の知見を、人間行動の変容という方向ではなく、社会制度・政策の方向転換の根拠
として用いるという方向で応用することを目指している。従来からの研究課題であった教育政策
および災害復興政策への応用に加え，本学の世界遺産コースを念頭において観光地のまちづくり
への応用のためのデータ収集に取り組んでいる。

　３年次、４年次の演習においては、私の研究課題を基礎として「社会心理学の社会制度・政策
への応用」をテーマに、教育現象、家族現象、青少年問題、情報化社会の問題点等について、学
生の自ら考える力を育成することを目指している。学んだ成果を体験する機会として、演習およ
び講義を受講する有志学生によるフィールドワークを実施した。

2003年７月30日　職員研修・講師「カウンセリングマインド研修」（尼崎市立園田北小学校）
2003年８月27日　職員研修・講師「カウンセリングマインド研修」（高砂市立中筋小学校）
2003年８月29日　職員研修・講師「カウンセリングマインド研修」（高砂市立伊保小学校）
2003年10月２日　講演：おおさかシティカレッジ「社会から二重に縛られる人」
2004年１月23日　職員研修・講師「カウンセリングマインド研修」　（尼崎市立園田小学校）
2004年２月12日　職員研修・講師「カウンセリングマインド研修」　（尼崎市立園田中学校）

全学教務委員・学生相談員

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

2003年奈良大学在職期間

日本心理学会・日本教育心理学会・日本社会心理学会・日本グループ・ダイナミック
ス学会・日本教育社会学会・日本社会病理学会・日本犯罪心理学会・日本心理臨床学
会・法と心理学会

社会心理学の社会制度・政策への応用

関西学院大学大学院社会学研究科博士課程後期課程単位修得退学

修士（社会学）、学士（理学）

集団力学、社会心理学。社会心理学の社会制度・政策への応用（特に教育政策と災害
復興政策）に関心をもっている。



①
②
③

① 学校の生徒指導が
もたらす「意図せ
ざる結果」と少年
問題：生徒指導の
潜在的逆機能につ
いての検討

単著

① ＜学会発表＞　政
策評価の忘れもの

共著

② ＜学会発表＞「犯
罪」の基準につい
ての社会心理学的
検討：「被害者な
き犯罪」の妥当性
について

共著
（筆頭）

③ ＜学会発表＞「シ
メる」ところは調
査が嫌い

共著

現代の社会病理第17号、
27-40.

2002年10月

日本社会心理学会第43回大
会発表論文集Pp.304-305.

日本社会心理学会第43回大
会発表論文集Pp.306-307.

日本教育心理学会第45回総
会発表論文集P.139.

2002年11月

2002年11月

2003年8月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（その他）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

頭髪・服装の指導に代表される
学校の生徒指導のもつ潜在的逆
機能について考察した。こうし
た指導は非行の防止を目的とし
てなされているが、ルールの形
骸化を経て、当初の目的とは逆
の作用をもたらしている可能性
について論じた。

阪神・淡路大震災に関わる学校
を対象とした調査において学校
間でその対応に顕著な差がみら
れ、われわれの指摘する生徒の
自主性を損なう生徒指導を行う
学校において調査を拒否する傾
向があった。その結果から学校
と外部との係わり方を考えた。

現代はさまざまなものごとに関
する「評価」に関心が高まって
いる。行政担当者に対して聞き
取り調査を行うと、政策評価は
その政策の善し悪しを評価する
のだから一次元構造と考えなけ
ればならないとの思い込みが強
かった。

猟奇的な犯罪の発生に対して、
犯罪に対する不安が高まってい
る昨今、軽微な犯罪の取り締ま
りを肯定する世論が高まりつつ
ある。法学で問題視されてきた
「被害者なき犯罪」を題材に社
会心理学的視点から立法政策の
あり方について議論を試みた。



④ ＜学会発表＞キャ
リア開発教育は自
己喪失教育：応用
心理学の失敗例
（１）

共著

⑤ ＜学会発表＞　ス
クールカウンセ
ラーは「自己否
定」カウンセ
ラー：応用心理学
の失敗例(２)

共著
（筆頭）

⑥  ＜書評＞
森田洋司(編著)
『不登校―その
後』（教育開発研
究所）

単著

⑦ ＜学会発表＞ケー
タイ利用は世間体

共著

⑧ ＜学会発表＞「指
導」でシメれば、
もっと使う

共著
（筆頭）

2004年10月 日本教育心理学会第46回総
会発表論文集Ｐ.162.

先の一連発表である「ケータイ
利用は世間体」の結果からどの
ような生徒指導ないし情報教育
が必要であるかについて考察し
た。従来の生徒指導のあり方が
世間体意識の強化を経て携帯電
話への依存傾向を強めることに
ついて考察を行った。

2004年9月 現代の社会病理第19号、
113-116.

日本社会病理学会の機関誌の依
頼により表記の著書についての
書評を行った。不登校経験者へ
の追跡調査結果をもとに不登校
問題の基底にある社会構造につ
いて論じた書物である。具体的
な学校のあり方についての考察
が必要であるとの指摘を行っ
た。

2004年10月 日本教育心理学会第46回総
会発表論文集Ｐ.161.

高校生を対象として携帯電話の
利用実態と対人関係志向につい
て質問紙調査を行った。その結
果、世間体意識を強く内在化し
ている生徒ほど携帯電話やメー
ルの機能に依存している傾向が
あることが明らかとなった。

2004年7月

日本社会心理学会第45回総
会発表論文集Pp.718-719.

日本社会心理学会第45回総
会発表論文集Pp.720-721.

2004年7月 昨今関心が高まるキャリア開発
教育が、しばしば学生の自己効
力感を高めることとは無関係に
すすめられやすい傾向があるこ
とを述べた。キャリア開発教育
が、心理学を基礎にしながらも
心理学の知見に反していること
についての問題点を考察した。

現在、中学校にスクールカウン
セラーの配置がすすめられてい
るが、学校からは不登校生徒の
再登校支援が期待されているこ
とが多い。そのことによって本
来のカウンセラーの機能が損な
われやすい傾向にあることをＳ
Ｃ制度の実際から議論した。


